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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、超音波ドプラ法により生体内の血流
情報を得て診断情報とする機能を有する超音波診断装置
に関し、生体内の超音波反射体の速度検出の精度を向上
させる。
【解決手段】ノイズ成分に起因して複素自己相関値の実
部に加算されるオフセット量をあらかじめ計算する計算
手段と、該計算手段により求められたオフセット量を保
持しておく記憶手段とを備え、速度検出回路は、複素自
己相関回路９により求められた複素自己相関値の実部か
ら記憶手段に記憶されていたオフセット量が補正されて
なる補正後の複素自己相関値の偏角に基づいて生体内の
超音波反射体の速度を検出する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体内への超音波パルスの送波と該被
検体内で反射して戻ってきた反射超音波の受信とを複数
回繰り返し、この繰り返しの間に得られた信号を直交検
波しさらにクラッタ成分を除去した後、複素自己相関器
により、前記直交検波により得られた同相信号および直
交信号をそれぞれ実部および虚部とする複素自己相関値
を求め、速度検出器により、該複素自己相関値の偏角に
基づいて前記被検体内の超音波反射体の速度を検出する
超音波診断装置において、
ノイズ成分に起因して前記複素自己相関値の実部に加算
されるオフセット量をあらかじめ計算する計算手段と、
該計算手段により求められたオフセット量を保持してお
く記憶手段とを備え、
前記速度検出器は、前記複素自己相関器により求められ
た複素自己相関値の実部から前記記憶手段に記憶されて
いたオフセット量が補正されてなる補正後の複素自己相
関値の偏角に基づいて前記被検体内の超音波反射体の速
度を検出するものであることを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項２】  前記計算手段は、前記オフセット量に変
動を与える少なくとも１つの要素について該要素が変更
される度に、前記オフセット量を計算し直して、前記記
憶手段に保持されたオフセット量を更新するものである
ことを特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波ドプラ法に
より被検体内の血流情報を得て診断情報とする機能を有
する超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】最近、超音波ドプラ法を使用して生体内
の血流速度分布を測定し、この血流速度分布を、パルス
反射法により得られたモノクロ断層像上に重ねてカラー
表示するようにした超音波診断装置が知られている。こ
の血流速度分布の測定原理は、振動子アレイにより超音
波ビームを一定周期で生体内にパルス放射し、生体内部
の反射体による反射波を受信し、その受信信号に含まれ
る、ドプラ効果による周波数変化成分を検出することに
より反射体の運動速度を測定し、さらに反射波が返って
くるまでの時間からその位置を求め、これをリアルタイ
ムで２次元の血流情報としてカラー表示するものであ
る。
【０００３】図１は従来の超音波診断装置の構成図であ
る。
【０００４】この図１に示す超音波診断装置１００に
は、探触子１が備えられており、この探触子１には圧電
セラミック等の振動子がその先端に配列されている。探
触子１には送信回路２と受信回路４が接続される。パル
ス発生器３は送信の繰り返し周期（例えば４ＫＨｚ）を
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与えるタイミング信号Ｓ１１（レートパルス）を発生
し、それを送信回路２に供給する。送信回路２は例えば
６４チャンネルの、パルスドライバ及び遅延回路から構
成される。パルスドライバはレートパルスのタイミング
で送信周波数（例えば２．５ＭＨｚ）に等しい周期の駆
動パルスを発生し、探触子１の振動子に印加する。遅延
回路は超音波ビームを収束し、かつ指向性を与えるため
に各チャンネル毎のパルス発生タイミングに所定の遅延
を与える。その結果超音波ビームが指向性に応じた方向
にパルス放射される。このようにレートパルス周期で、
生体（図示せず）の内部に向けて、同一方向（例えば図
１のａ方向）への送受信を例えば６回繰り返して行い、
さらに断層像取得のための１回の走査を行い、計７回の
走査で一つの周期（ライン周期）を完了し、順次ｂ、
ｃ、ｄと走査方向を切り替えながら、例えば６４本の走
査線について同様の処理を行い１フレーム分の走査を完
了する。
【０００５】一方、生体内の音響インピーダンスの不連
続面で反射したエコーは、探触子１を介して受信回路４
でチャンネル毎に受信される。受信回路４はプリアン
プ、遅延回路、加算回路から構成される。受信信号はプ
リアンプで増幅され、遅延回路により各チャンネル毎に
所定の遅延を与えられ、加算回路により加算される。こ
れにより指向性に応じた方向からのエコーが受信され
る。
【０００６】受信回路４から出力される受信信号はミキ
サ回路５に入力される。ミキサ回路５は図示しない発振
器により生成された、送信周波数と同一の周期を持ち互
いに位相が９０°異なる一対の参照信号と、この受信信
号とを混合することにより、直交検波を行い、ドプラ信
号の同相信号Ｓ１２ａ及び直交信号Ｓ１２ｂを出力す
る。２つのローパスフィルタ６ａ，６ｂは、それぞれ、
混合の結果生じたドプラ信号の同相信号Ｓ１２ａおよび
直交信号Ｓ１２ｂの高調波成分を除去する。
【０００７】各ローパスフィルタ６ａ，６ｂの出力信号
は、各Ａ／Ｄ変換器７ａ，７ｂにより、深さ方向に対し
て一定のサンプリング周期で例えば各２５６点のサンプ
リングが行なわれてディジタル値に変換される。ＭＴＩ
フィルタ８ａ，８ｂは、ドプラ信号に含まれる臓器の壁
運動等による低周波成分を除去し血流成分のみを抽出す
るものであり、例えば図７に示す１次のエコーキャンセ
ラから構成される。
【０００８】自己相関回路９にはＭＴＩフィルタ８ａ，
８ｂの出力信号が入力され、この自己相関回路９では、
繰り返し周期を隔てて得られるドプラ信号の同相信号を
実部、直交信号を虚部とする複素自己相関（Ｒ（１））
を、６回の繰返し周期のデータについて計算する。特定
の深さにおけるＭＴＩフィルタ８ａ，８ｂの出力信号を
ｘ（ｋ）、ｙ（ｋ）とした場合、この計算は実部、虚部
ごとに式（１ａ）及び式（１ｂ）で示される。
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【０００９】 *

4
*【数１】

【００１０】 * *【数２】

【００１１】その演算結果は、実部、虚部ごとに各走査
線の５回目のレートパルスのタイミングに同期して深さ
毎に順次取り出される。
【００１２】速度検出回路１０は自己相関回路９の演算
結果である自己相関値（Ｒ（１））を入力し、その偏角
値（ａｒｃｔａｎ｛Ｉｍ［Ｒ（１）］／Ｒｅ［Ｒ
（１）］｝）を計算する。この偏角値はドプラ偏移周波
数に比例した量を与える。この偏角値は平均速度データ
として画像処理回路１２に送られる。
【００１３】一方、受信回路４の出力信号は断層像処理
部１１にも送られる。断層像処理部１１は、受信信号の
包絡線を検波した後、Ａ／Ｄ変換し、モノクロ輝度デー
タとして出力する。
【００１４】画像処理回路１２は順次入力される平均速
度データに対して方向及びその絶対値に基づき所定の配
色を施し、断層像のモノクロ輝度データと共に、その走
査方向及び深さに応じて２次元状にマッピングし、これ
を画像データとして、図示しない画像メモリに格納す
る。さらにその画像データは一定の周期で画像メモリか
ら読み出され、ＴＶモニタ１３上に、断層像を示すモノ*

*クロ画像と血流を示すカラー画像が合成された診断像が
表示される。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】上述したように、従来
装置では反射体の平均速度を検出するために、ドプラ信
号の自己相関を計算する。ところが、受信信号には常に
一定量のノイズが含まれており、これが演算結果に影響
を及ぼす場合がある。互いに無相関な白色ノイズであれ
ば、自己相関演算のΣ計算において平均化されてキャン
セルされる。しかし、前述のＭＴＩフィルタが介在する
ことにより白色ノイズがサンプル値間に相関を持つよう
になり、その結果計算値がバイアスされる。
【００１６】すなわち、ＭＴＩフィルタを図７に示すよ
うな１次のエコーキャンセラとし、ｉ（ｋ）、ｑ（ｋ）
をＭＴＩフィルタの入力におけるドプラ信号の、それぞ
れ同相成分及び直交成分のサンプル値系列、ｎ

1
（ｋ）、ｎ

2
（ｋ）を各々に混入した白色ノイズ、ｘ

（ｋ）、ｙ（ｋ）をそれぞれのフィルタの出力とする
と、

    ｘ（ｋ）＝｛ｉ（ｋ）＋ｎ
1
（ｋ）｝－｛ｉ（ｋ－１）＋ｎ

1
（ｋ－１）

｝  
                                                            （３ａ）  
  
    ｙ（ｋ）＝｛ｑ（ｋ）＋ｎ

2
（ｋ）｝－｛ｑ（ｋ－１）＋ｎ

2
（ｋ－１）

｝
                                                            （３ｂ）

式（１ａ）の自己相関の実部における第１項目のΣ｛ｘ （ｋ）・ｘ（ｋ－１）｝は
    Σ｛ｘ（ｋ）・ｘ（ｋ－１））
    ＝Σ［［（ｉ（ｋ）＋ｎ

1
（ｋ））－（ｉ（ｋ－１）＋ｎ

1
（ｋ－１））

］］
    ・［（ｉ（ｋ－１）＋ｎ

1
（ｋ－１））

      －（ｉ（ｋ－２）＋ｎ
1
（ｋ－２））］］

  ここで、Σ［ｉ（ｋ－ｊ）・ｎ
1
（ｋ－ｊ）］≒０、

          Σ［ｎ
1
（ｋ）・ｎ

1
（ｋ－ｊ）］≒０であるから、

    Σ｛ｘ（ｋ）・ｘ（ｋ－１）｝
      ≒Σ［ｉ（ｋ）・ｉ（ｋ－１）－（ｉ（ｋ－１））2－ｉ（ｋ）
        ・ｉ（ｋ－１）＋ｉ（ｋ－１）・ｉ（ｋ－２）－（ｎ

1
（ｋ－１））

2］
                                                            （４ａ）

同様に式（１ａ）の自己相関の実部における第２項目の Σ｛ｙ（ｋ）・ｙ（ｋ－１）｝は
    Σ｛ｙ（ｋ）・ｙ（ｋ－１）｝
      ≒Σ［ｑ（ｋ）・ｑ（ｋ－１）－（ｑ（ｋ－１））2－ｑ（ｋ）
        ・ｑ（ｋ－１）＋ｑ（ｋ－１）・ｑ（ｋ－２）－（ｎ

2
（ｋ－１））

2］
                                                            （４ｂ）となり、式（４ａ）、（４ｂ）の最終項に、ノイズ成分

を表す－（ｎ
1
（ｋ－１））2、－（ｎ

2
（ｋ－１））2の

項が現われる。すなわち実部は合計－Σ｛（ｎ
1
（ｋ－

１））2＋（ｎ
2
（ｋ－１））2｝だけバイアスされる。
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【００１７】一方、式（１ｂ）で与えられる自己相関の
虚部については、ｘ（ｋ－１）・ｙ（ｋ）及びｘ（ｋ）
・ｙ（ｋ－１）に現われるノイズ項は互いに打ち消しあ
うので問題とはならない。
【００１８】ノイズ源としては探触子に入力される音響
ノイズ、増幅器で発生する電気的雑音等があり、いづれ
も白色性を有する。ところで超音波は生体内で減衰を受
けるため、反射エコーの強度は深部ほど小さくなる。そ
のため従来装置ではＴＧＣ（Ｔｉｍｅ  Ｇａｉｎ  Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）といわれる技術が使用されている。これは
検出された反射エコーのうち深部のものをより大きな増
幅率で増幅するものである。そのため一般に深部ほどノ
イズレベルは高くなる。
【００１９】このように、従来装置では自己相関値の実
部がノイズによりバイアスされることにより、速度検出
の精度が劣化するだけでなく、場合によっては実部の符
号が反転することにより、血流の方向が逆転して表示さ
れることがあり、これが診断能を低下させる原因となっ
ていた。
【００２０】本発明は、上記事情に鑑み、被検体内の超
音波反射体の速度検出の精度を向上させた超音波診断装
置を提供することを目的とする。
【００２１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明の超音波診断装置は、被検体内への超音波パルスの送
波と被検体内で反射して戻ってきた反射超音波の受信と
を複数回繰り返し、この繰り返しの間に得られた信号を
直交検波しさらにクラッタ成分を除去した後、複素自己
相関器により、直交検波により得られた同相信号および
直交信号をそれぞれ実部および虚部とする複素自己相関
値を求め、速度検出器により、複素自己相関値の偏角に
基づいて被検体内の超音波反射体の速度を検出する超音
波診断装置において、ノズル成分に起因して複素自己相
関値の実部に加算されるオフセット量をあらかじめ計算
する計算手段と、その計算手段により求められたオフセ
ット量を保持しておく記憶手段とを備え、上記速度検出
器は、複素自己相関器により求められた複素自己相関値
の実部から記憶手段に記憶されていたオフセット量が補
正されてなる補正後の複素自己相関値の偏角に基づいて
被検体内の超音波反射体の速度を検出するものであるこ
とを特徴とする。
【００２２】ここで、上記本発明の超音波診断装置にお
いて、上記計算手段は、上記オフセット量に変動を与え
る少なくとも１つの要素についてその要素が変更される
度に、上記オフセット量を計算し直して、記憶手段に保
持されたオフセット量を更新するものであることが好ま
しい。
【００２３】ノイズにより自己相関値の実部に加算され
るオフセット量は、あらかじめ上述の記憶手段が保持
し、偏角計算時に読み出されて差し引かれるため、その
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影響はキャンセルされる。また、ゲイン変更等オフセッ
ト量に変動を与える少なくとも１つの要素についてその
要素が変更される度にそのオフセット量を自動的に再計
算して、上述の記憶手段内のデータを更新するようにす
ると、常に正確なオフセット量による補正が行われる。
【００２４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
説明する。
【００２５】図２は、本発明の超音波診断装置の一実施
形態の構成図である。図１に示す従来例の超音波診断装
置の構成要素と同一の構成要素には、図１に付した符号
と同一の符号を付して示す。
【００２６】本実施形態における超音波診断装置は、通
常の計測を行う動作状態（計測モード）以外に、自己相
関値のノイズによるオフセット量を測定する動作状態
（診断モード）の２つの動作状態をとる。
【００２７】まず、通常の計測モードについて説明す
る。
【００２８】この図２に示す超音波診断装置２００には
探触子１が備えられており、この探触子１には圧電セラ
ミック等の振動子がその先端に配列されている。探触子
１には送信回路２と受信回路４が接続される。パルス発
生器３は送信の繰り返し周期（例えば４ＫＨｚ）を与え
るタイミング信号Ｓ１１（レートパルス）を発生し、そ
れを送信回路２に供給する。送信回路２は例えば６４チ
ャンネルの、パルスドライバ及び遅延回路から構成され
る。パルスドライバはレートパルスのタイミングで送信
周波数（例えば２．５ＭＨｚ）に等しい周期の駆動パル
スを発生し、探触子１の振動子に印加する。遅延回路は
超音波ビームを収束し、かつ指向性を与えるために各チ
ャンネル毎のパルス発生タイミングに所定の遅延を与え
る。その結果超音波ビームが指向性に応じた方向にパル
ス放射される。このようにレートパルス周期で、生体
（図示せず）の内部に向けて、同一方向（例えば図２の
ａ方向）への送受信を例えば６回繰り返して行い、さら
に断層像取得のための１回の走査を行い、計７回の走査
で一つの周期（ライン周期）を完了し、順次ｂ、ｃ、ｄ
と走査方向を切り替えながら、例えば６４本の走査線に
ついて同様の処理を行い１フレーム分の走査を完了す
る。
【００２９】一方、生体内の音響インピーダンスの不連
続面で反射したエコーは、探触子１を介して受信回路４
でチャンネル毎に受信される。受信回路４はプリアン
プ、遅延回路、加算回路から構成される。受信信号はプ
リアンプで増幅され、遅延回路により各チャンネル毎に
所定の遅延を与えられ、加算回路により加算される。こ
れにより指向性に応じた方向からのエコーが受信され
る。
【００３０】受信回路４から出力される受信信号はミキ
サ回路５に入力される。ミキサ回路５は図示しない発信
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器により生成された、送信周波数と同一の周期を持ち互
いに位相が９０°異なる一対の参照信号と、この受信信
号とを混合することにより直交検波を行い、ドプラ信号
の同相信号Ｓ１２ａ及び直交信号Ｓ１２ｂを出力する。
２つのローパスフィルタ６ａ，６ｂは、それぞれ、混合
の結果生じたドプラ信号の同相信号Ｓ１２ａおよび直交
信号１２ｂの高調波成分を除去する。
【００３１】各ローパスフィルタ６ａ，６ｂの出力信号
は、各Ａ／Ｄ変換器７ａ，７ｂにより、深さ方向に対し
て一定のサンプリング周期で例えば各２５６点のサンプ
リングが行なわれてディジタル値に変換される。ＭＴＩ
フィルタ８ａ，８ｂは、ドプラ信号に含まれる臓器の壁
運動等による低周波成分を除去し血流成分のみを抽出す
るものであり、例えば図７に示す１次のエコーキャンセ
ラから構成される。
【００３２】以上、通常の計測モードについて途中まで
説明したが、オフセット量を測定する診断モードの揚合
は次のような動作となる。
【００３３】図６は診断モード時のタイミングチャート
である。
【００３４】診断モードでは超音波パルスの送信は６４
回のライン周期間停止する。これは送信回路２の図示し
ないパルスドライバへの印加電圧を０とすることにより
実現される。そのため探触子１に電圧パルスは印加され
ず超音波ビームはパルス放射されない。そのため反射波
はなく、受信回路４の出力の信号成分の振幅はゼロとな
る。そのためＭＴＩフィルタ８ａ，８ｂにはノイズシグ
ナルのみのサンプリングデータが入力される。自己相関
器９はそのノイズシグナルの１繰返し周期を隔てた自己
相関を６回の繰返し周期のデータについて計算する。
【００３５】今ある深さの点についてＭＴＩフィルタ８
ａ，８ｂに入力されるノイズシグナルがそれぞれｎ

1
（ｋ）及びｎ

2
（ｋ）、ｋ＝１，２，…，５であるとす

ると、自己相関の実部の出力値Ｓ１５ａは式（４ａ）、
式（４ｂ）において、ｉ（ｋ）＝ｉ（ｋ－１）＝ｉ（ｋ
－２）＝ｑ（ｋ）＝ｑ（ｋ－１）＝ｑ（ｋ－２）＝０と
置くことにより、
【００３６】
【数３】

【００３７】となる。これが補正回路１４に入力され
る。
【００３８】図３は、補正回路１４の構成図、図４は、
図３の補正回路を構成する補正データメモリのメモリマ
ップを示す図、図５は、その補正回路を構成する補正デ
ータメモリのメモリマップを表した図、図６は診断モー
ド時のタイミングチャートである。
【００３９】図３において補正制御回路３０は補正回路
の各部を制御する回路であり、回路動作の基準クロック

8
となるシステムクロックＳ２１が図示しないタイミング
発生回路から、またモード選択信号Ｓ２２が図示しない
システムコントローラから入力される。モード選択信号
Ｓ２２は計測モードと診断モードの判別を行う信号であ
り、診断モードでは６４回のライン周期間、そのモード
選択信号Ｓ２２がＬＯＷレベルに設定に設定される。
【００４０】モード選択信号Ｓ２２の立下がりを初めと
する各ライン周期において６回目のレートパルスのタイ
ミングで上記の
【００４１】
【数４】

【００４２】に相当するノイズシグナルの自己相関値
（オフセット量ｅ

n
）が自己相関器９から出力され、そ

れがシステムクロックＳ２１に同期して深さ毎に順次補
正回路１４に入力される。累積加算器３２は、ライン周
期を隔てて入力される、そのオフセット量を、各深さ毎
に６４回累積加算する。そして最終的な累積値が６４回
目のライン周期の５回目のレートパルスのタイミングで
順次出力される。シフト回路３４はこの累積値を６ビッ
ト右シフト（１／６４倍）することにより平均オフセッ
ト量＜ｅ

n
＞（ｎ＝０，１，…，２５５）を出力する。

補正データメモリ３１は、各深さ毎の平均オフセット量
を格納するためのものであり、メモリ制御回路３５によ
り書込み及び読出しが制御される。メモリ制御回路３５
は、シフト回路３４から各深さ毎の平均オフセット量＜
ｅ
n
＞を入力し、補正データメモリ３１に、図４に示す

ようにアドレスの順に格納する。以上述べた手順により
オフセット量の計算処理が完了する。その後、モード選
択信号Ｓ２２がＬＯＷレベルからＨＩＧＨレベルに設定
され、診断モードから通常の計測モードとなり、超音波
パルスの送信が再開される。
【００４３】ここで、再び図６に示す計測モード時のタ
イミングチャートを参照しながら、本実施形態における
通常の計測を行う動作状態である計測モードの説明に戻
る。前述したように計測モード時には通常の超音波の送
信が行われ、それを受信、検波した信号にはドプラ信号
以外にノイズが含まれている。ＭＴＩフィルタ８ａ，８
ｂに入力されるドプラ信号のサンプル値系列を、それぞ
れｉ（ｋ）、ｑ（ｋ）（ｋ＝１，２，．…Ｎｃ）、それ
らに付加されるノイズシグナルをそれぞれｎ

1
（ｋ），

ｎ
2
（ｋ）とした場合、ＭＴＩフィルタ８ａ，８ｂの各

出力信号ｘ（ｋ），ｙ（ｋ）はそれぞれ式（３ａ）、式
（３ｂ）となる。自己相関器９はその複素信号について
繰返し周期一周期分を隔てた自己相関を６回の繰返し周
期のデータについて計算する。すなわち、
【００４４】
【数５】
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【００４５】なる演算によりその実部が、
【００４６】
【数６】

【００４７】なる演算によりその虚部が求められる。こ
こで自己相関値の実部には前述したようにノイズ成分に
よる
【００４８】
【数７】

【００４９】なるオフセット量が加算されている。
【００５０】自己相関器９からそのオフセット量を含ん
だ自己相関値の実部（Ｘ

n
＋ｅ

n
；ｎ＝０，１，…２５

５）がライン周期の５回目のレートパルスのタイミング
で出力され補正回路１４にシステムクロックＳ２１に同
期して深さ毎に入力される。ここでＸ

n
及びｅ

n
は、自己

相関値における信号成分、及びノイズ成分によるオフセ
ット量
【００５１】
【数８】

【００５２】を示す。
【００５３】補正回路１４に入力された自己相関値の実
部Ｓ１５ａは減算器３６の一方の入力に与えられる。さ
らにメモリ制御回路３５は各回のレートパルスのタイミ
ングで、補正データメモリ３１に格納されている平均オ
フセット量＜ｅ

n
＞をシステムクロックに同期してアド

レス０から読み出し、これを減算器３６のもう一方の入
力に供給する。そして６回目のレートパルスのタイミン
グで自己相関器９から入力される自己相関値の実部Ｘ

n

＋ｅ
n
から、補正データメモリ３１から読み出された平

均オフセット量＜ｅ
n
＞が減算器３６により深さ毎に引

き算され、補正された自己相関の実部Ｘ
n
＋ｅ

n
－＜ｅ

n

＞が深さ毎に順次出力される。
【００５４】速度検出回路１０は補正回路１４から補正
された自己相関値（Ｒ（１））の実部Ｓ１６、自己相関
器９から自己相関値の虚部Ｓ１５ｂを入力し、その偏角
（ａｒｃｔａｎ｛Ｉｍ［Ｒ（１）］／［Ｒ（１）］｝を
計算する。この偏角値はドプラ偏移周波数に比例した量
を与える。さらにこの偏角値は平均速度データとして画
像処理装置１２に送られる。
【００５５】一方、受信回路４の出力信号は断層像処理
部１１に送られる。断層像処理部１１は、受信信号の包
絡線を検波した後、Ａ／Ｄ変換し、モノクロ輝度データ

10
として出力する。
【００５６】画像処理装置１２は順次入力される平均速
度データに対して方向及びその絶対値に基づき所定の配
色を施し、断層像のモノクロ輝度データと共に、その走
査方向及び深さに応じて２次元状にマッピングし、これ
を画像データとして図示しない画像メモリに格納する。
さらに画像データは一定の周期で画像メモリから読み出
され、ＴＶモニタ１３上に断層像を示すモノクロ画像と
血流を示すカラー画像が合成された診断像が表示され
る。
【００５７】なお、診断モードはまず装置の立ち上げ時
の初期設定処理の中で実行される。初期設定完了後、通
常の計測を行う計測モードとなるが、計測モードにおい
てアナログゲインやＴＧＣの設定等、ノイズレベルやそ
の分布が変化するような特定の設定が変更された場合に
は、自動的に診断モードに移行し、再度オフセット量の
計算が実行される。そのため図示しないシステムコント
ローラは、常に操作パネルをモニタすることで、上記の
特定の設定に変更があるか否かを監視する。
【００５８】なお、本実施形態では、ＭＴＩフィルタと
して１次のエコーキャンセラの場合を示したが、本発明
は、より高次のフィルタを使用した場合にも同様に適用
することができる。
【００５９】
【発明の効果】本発明によれば、従来、受信信号に含ま
れるノイズにより生じていた自己相関値のオフセット量
を大幅に低減することが可能となる。その結果、平均速
度の測定精度が向上するとともに、画像のＳ／Ｎが向上
し、より高品位な診断画像が提供可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の超音波診断装置の構成図である。
【図２】本発明の超音波診断装置の一実施形態構成図で
ある。
【図３】補正回路の構成図である。
【図４】図３の補正回路を構成する補正データメモリの
メモリマップを示す図である。
【図５】その補正回路を構成する補正データメモリのメ
モリマップを表した図である。
【図６】診断モード時のタイミングチャートである。
【図７】ＭＴＩフィルタとして使用される１次のエコー
キャンセラの回路ブロック図である。
【符号の説明】
１    探触子
２    送信回路
３    パルス発生器
４    受信回路
５    ミキサ回路
６ａ，６ｂ    ローパスフィルタ
７ａ，７ｂ    変換器
８ａ，８ｂ    ＭＴＩフィルタ
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９    自己相関回路
１０    速度検出回路
１１    断層像処理部
１２    画像処理回路
１３    ＴＶモニタ
３０    補正制御回路 *

12
*３１    補正データメモリ
３２    累積加算器
３４    シフト回路
３５    メモリ制御回路
３６    減算器
２００    超音波診断装置

【図１】

【図２】

【図４】

【図７】
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【図３】

【図５】
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